
北海道商工会議所連合会 

ヘルシー・アップ・プログラム事業のご報告 
 

北海道商工会議所連合会は、平成 29年 1月 10日～2月 10日の間、ウェアラブル機器に

よる活動量や睡眠時間、心拍数などの健康データ計測の実験事業を実施しました。 

 

 この参加者の皆様に対するアンケートでは、計測開始前に「ほとんど・全く運動していな

い：41％」であったのに対して、計測終了時点では「ほとんど・全く運動していない：36％」

と健康に関する意識が高まる事を確認することが出来ました。 

 

 企業における社員の健康増進は「生産性の向上」につながり、同時に「社員を大事にする

企業」としてイメージアップにつながるものとされています。 

 

北海道商工会議所連合会は今回の事業成果を踏まえ、道内 42商工会議所のネットワーク

で「ヘルシー・アップ」の取り組みを促進してゆきます。 

 

皆さんも「健康経営」に取り組みましょう！ Let’s Try！ 

 

 

2017.03.10 北海道商工会議所連合会 

業務推進部 TEL 011－241－6308 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



北海道商工会議所連合会 

ヘルシー・アップ・プログラム事業結果 概要報告 
（事業の結果概要） 

＜事業名称＞  ヘルシー・アップ・プログラム事業 

＊ 経済産業省「平成 28 年度 IoT 推進のための新産業モデル創出基盤

整備事業（中小企業等における健康情報等を活用した行動変容促進

に関する調査）」の一環として実施した。 

 

＜調査期間＞  2017 年 1 月 10 日～2 月 10 日 

 

＜実施体制＞  ヘルシー・アップ・プログラム実行委員会（事務局：道商連・札幌商議所） 

 ＊構成：凸版印刷株式会社北海道事業部、東日本電信電話株式会社、医

療法人北武会、株式会社クリニカル・サポート・コーポレーシ

ョン等 

 

＜取組概要＞   道内商工会議所会員企業の従業員等 51名が参加し、ウェアラブル機器

「EPSON パルセンス」を装着して頂いた。この機器により活動量・総

消費カロリー・睡眠時間・心拍数を自動的に計測。計測値は PCやスマー

トホンを経由し、サーバーに蓄積した。計測が途中で 3日以上途切れてい

る参加者等にはアラームメールやコールセンターから再開を促す連絡体

制を設けながら、途中離脱が生じないようフォローした。さらには、参加

者にはストレスチェックテストの実施や健診結果表の提出をお願いし、機

器による計測データと合わせて健康情報を収集した。 

         そのほか実証調査開始前と終了後に、健康に対する意識や行動等に関す

るアンケート調査を実施し、機器装着による参加者の健康に対する意識・

行動の変化を検証した。 

        参加者の性別・年齢や業種等は次の通り。 

          参加者数 ：男性 45名、女性 6名の合計 51名 

          年代構成 ：20才代 7名、30才代 9名、40才代 21名、 

50才代 12名、60才代 2名の合計 51名 

          参加者業種：建設業、サービス業、運送業、IT 業、製造業、旅館・

ホテル業、医療・福祉業等 

          コールセンター架電：23 名、60 件 

 



＜蓄積データ＞  活動量・総消費カロリー・睡眠時間・心拍数はパルセンスから計測値を

自動で蓄積。その他、健診結果の提出、ストレスチェックの受験を依頼。 

         パルセンスの計測が 10 日未満 2 名、10 日以上 5 名、20 日以上 44 名 

         パルセンスによるデータ蓄積実績 51 名 

         ストレスチェック実施実績   47 名 

         健診結果受領実績       40 名 
         事前アンケート回収実績    51 名 
         事後アンケート回収実績    49 名 
 
＜結果概要＞  ※参加者にはストレスチェックの受験をお願いし、受験者は 47 名。スト

レス有りとの判定が 6 名。 
※健診結果表を提出頂いた参加者は 40 名。そのうち、要再検査などの判

定は 5 名。 
※日々の計測に際し、苦情など大きな事業の障害は無く、スムーズに日々

の活動データを蓄積することが出来た（＊計測データは匿名化し蓄積） 
        ※以下、アンケート調査結果として 

・計測開始前、「週 1 回程度運動している：43％」「ほとんど・全く運動

していない：41％」で、ほとんど・全く運動していない理由は「面倒

だから：26％」。 
・計測終了時、「週 1 回程度運動している：39％」「ほとんど・全く運動

していない：45％」で、ほとんど・全く運動していない理由は「面倒

だから：14％」。 
         ・健康になるために新しく行動は「起こさなかった：47％」「起こした

かったが起こせなかった：33％」「起こした：16％」 
         ・ウェアラブル機器は「1 日に多数回確認した：41％」「1 日に 1 回確認

した：27％」「1 週間に 2～4 回確認した：24％」 
         ・健診結果提出に当たっての抵抗感は「抵抗感無し：71％」「抵抗感有

り：20％」 
・健診結果の提出理由は「社会課題の解決に役立つと思った：40％」「上

司の命令だから：22％」 
・健診を「受けている：98％」「受ける環境はあるが多忙で受けられな

かった：2％」 
・年に複数回の健診を「受けたい：65％」「その時の体調による：24％」

「受けたくない：4％」 
・複数回の検査を受けたい理由は「自分の健康が気になるから：89％」 

        ※ウェアラブル機器の装着で「健康意識」は高まり、「食事に気をつるよ

うになった」などの手軽な取り組みは実施したものの、1 ヶ月間の計測

ということもあり「運動するようになった」などの行動の変化には至っ

ていない 
        ※「睡眠の質」が見える化され「機器を装着して良かった」との感想が多

かった 
         



※蓄積したデータは医師や管理栄養士等により総括した 
その結果として 

  ・心拍数は異常値と考えられるデータ記録が有ったため、「傾向を捉

える」程度の活用とするべき 
・医療・福祉業やホテル業など、の夜勤がある業種は睡眠が不規則に

なりがちで健康に影響が生じやすいと考えられるため、企業も丁寧

なフォローが必要 
・50 名では母数が少ない。データ蓄積を拡大することで有用化され、

健康経営に役立つと考えられる 
 
＜参加募集文＞  別添参照 

 

＜報道記事＞   別添参照 

 

お問合せ 北海道商工会議所連合会 業務推進部 TEL 011－241－6308 

＊参加者の「活動・健康データ」等は問い合わせ頂きましても公開しません 



 



 



 



 



 



 

2017 年 2 月 3 日（金）北海道新聞 


